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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸変性熱可塑性樹脂及び炭酸カルシウムを含む成型体を、０．１規定～５規定の塩酸に
て処理してなる流動性が向上した微生物固定化担体。
【請求項２】
　前記成型体を塩酸に０．１～１０時間浸漬させてなる請求項１記載の微生物固定化担体
。
【請求項３】
　前記酸変性熱可塑性樹脂がプロピレン－無水マレイン酸共重合体を含む請求項１又は２
に記載の微生物固定化担体。
【請求項４】
　前記酸変性熱可塑性樹脂がエチレン－メタクリル酸共重合体（アイオノマー樹脂）を含
む請求項１又は２に記載の微生物固定化担体。
【請求項５】
　酸変性熱可塑性樹脂から選択される1種以上の樹脂及び炭酸カルシウムを含む成型体を
、０．１規定～５規定の塩酸にて処理してなる、流動性の向上した微生物固定化担体の製
造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、生化学的に排水処理を行う際に、表面に微生物を付着させて使用される微生物
固定化担体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
生物学的排水処理方法の一つとして、微生物が付着された微生物固定化担体を槽内で流動
させ、同担体の表面に付着している微生物により有機物や窒素を吸着、分解して処理する
方法が用いられている。この微生物固定化担体としては、親水性ゲル、多孔質中空樹脂、
ウレタンフォーム等が、用いられている。
【０００３】
多孔質中空樹脂は、材料が安価である上、成形が容易なことから広く使用されている。こ
の多孔質中空樹脂としては、ポリプロピレン、ポリエチレン、等があげられる。ポリプロ
ピレンは、微生物の付着量を増やすため、発泡成形し、多孔質体として用いられることが
多い。
しかしながら、多孔質中空樹脂からなる微生物固定化担体は、表面の疎水性が高く、しか
も菌体を付着しやすくすることを目的として発泡成形等の手段で表面を粗化しているため
、同担体を排水槽に投入した直後は、同担体の表面に気泡が付着して浮いてしまい、排水
内に浸漬して流動し難く、良好な排水処理ができるようになるまでに長時間を要していた
。
【０００４】
したがって従来から担体表面の親水性を高める改良が多数提案されている。例えば特開昭
６３－３０２９９４号公報には、酸化可能な熱可塑性樹脂からなる粒状体をスルホクロム
混合物（硫酸、重クロム酸カリ及び水）又は発煙硫酸のスルホナイト混合物と接触させる
ことにより酸化して親水化する手法が開示されている。かかる酸化された粒状体からなる
担体は、水との間の相互作用が向上され、担体の浮遊現象や担体体間の凝結が抑制される
。
【０００５】
また、特開昭５８－１９８２８８号公報には、担体表面を濃硫酸によりエッチングするこ
とにより、担体表面に凹凸を形成して微生物の付着性を向上させる手法が開示されている
。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した担体表面の親水化方法は、濃硫酸のように強力な酸化剤を用いる
ものであるため、処理する際、取り扱いに細心の注意を行わないと危険を伴うという問題
があった。
【０００７】
また、特開昭５８－１９８２８８号公報のように、表面に凹凸が形成されるような過酷な
条件で処理すると、担体が酸化され過ぎて耐久性に問題が生じる懸念があった。
【０００８】
こうした問題を解決するために本発明は、酸処理の条件を適正な範囲に制御し、簡便で安
価かつ安全に製造でき、使用開始後すぐに良好な流動性を有し、かつ耐久性に優れた担体
を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　すなわち本発明の要旨は、酸変性熱可塑性樹脂及び炭酸カルシウムを含む成型体を、０
．１規定～５規定の塩酸にて処理してなる流動性が向上した微生物固定化担体にある。
【００１０】
また、前記成型体を酸に０．１～１０時間浸漬させると確実に流動性を改善できるため好
ましい。
また、前記酸が塩酸であると取り扱い性に優れるため好ましい。
また、前記熱可塑性樹脂が酸変性熱可塑性樹脂を含むと、初期流動性が高くなるため好ま
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しく、さらにプロピレン－無水マレイン酸共重合体又はエチレン－メタクリル酸共重合体
（アイオノマー樹脂）を含むとより好ましい。
また、前記成型体中に占める前記酸変性熱可塑性樹脂の含有量が１０重量％以上であると
、初期流動性がより高くなるため好ましい。
また、前記成形体が中空円筒形状であると、微生物の付着性が向上するため好ましい。
また、前記成型体の比重が０．８～１．２ｇ／ｃｍ３であると、流動性が向上するため好
ましい。
また、固形分含量が１０００ｍｇ／Ｌの液１Ｌ中に、前記微生物固定化担体を見かけ容積
として１００ｍｌ添加し、１Ｌ／ｍｉｎの流量で曝気したとき、曝気開始から５時間以内
で前記微生物固定化担体の８０％以上が前記液中を循環流動すると、排水処理装置の使用
開始時の立ち上がりが早くなるため好ましい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下本発明の形態例を説明するが、本発明がそれらに限定解釈されるものではない。
【００１２】
本発明に用いる熱可塑性樹脂は、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、エチ
レン－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリスチレン等があげられるが、これらに限定されるもの
ではない。これらの熱可塑性樹脂は、１種または２種以上組み合わせて用いることができ
、ポリプロピレン、ポリエチレンなどが特に好ましい。
【００１３】
前述の熱可塑性樹脂と共に酸変性性熱可塑性樹脂を用いると、担体の流動性が更に向上す
るため好ましい。酸変性性熱可塑性樹脂としては、プロピレン－無水マレイン酸共重合体
（例えば三井化学（株）製、商品名アドマー、三洋化成（株）製、商品名ユーメックス、
三菱化学（株）製、商品名モディック）、エチレン－メタクリル酸共重合体（アイオノマ
ー樹脂、例えば三井デュポンポリケミカル（株）製、商品名ハイミラン）、メタクリル酸
メチル－メタクリル酸共重合体（三菱レイヨン（株）製、商品名アクリペット）等があげ
られる。酸変性熱可塑性樹脂は、１種または２種以上組み合わせて用いることができる。
酸変性ポリマーの含有量は、酸変成量にもよるが、十分な親水性を与えるためには１０重
量％以上とすることが好ましく、前記酸変性熱可塑性樹脂のみで担体を得ることもできる
。
【００１４】
本発明に用いる成型体は、上述の樹脂組成物を、従来から使用されている周知の方法によ
り成型すればよく、例えば押出し機を用いて容易に製造することができ、格別の装置や後
処理も不要となり、廉価に製造可能である。
成型の際、形状は必ずしも限定されず、円柱状、円筒状、球状、立方体状等にすることが
できるが、中空円筒状とすると、微生物の付着性が向上するため好ましい。
【００１５】
また、他の成分として、炭酸カルシウム、タルク、ゼオライト、硫酸バリウム、酸化チタ
ン、チタン酸カリウム、水酸化アルミニウム等の比重調整材や、多孔質化のためのアゾジ
カルボンアミド（ＡＤＣＡ）、ジニトロソペンタメチレンテトラミン（ＤＰＴ）、炭酸系
などの発泡剤、発泡助剤、さらには適当な添加剤を含んでいてもよい。
【００１６】
本発明に用いる成型体の比重は、０．８～１．２ｇ／ｃｍ３の範囲であることが好ましい
。さらに、水中での流動性の点からは、１．００に近い方がより望ましい。成型体を上記
比重に調整することにより、これを用いて製造した担体を流動床用として使用する場合に
、好適な流動性が得られる。
【００１７】
　前述の成型体を、０．１～５規定の酸を用いて酸処理することによって、担体の流動性
を向上させることができる。使用する酸の濃度が０.１規定未満であると、担体の初期流
動性は無処理の場合と同等であり、酸処理の効果は認められない。
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　一方５規定を超える濃度の酸で処理した場合、樹脂表面の侵食や溶出が起こりやすく、
耐久性に問題が生じる可能性があることに加え、処理の際、取り扱いに厳重な注意を払わ
ないと危険であるため好ましくない。
【００１８】
使用する酸の種類は必ずしも限定はされず、硫酸、硝酸、塩酸、リン酸、酢酸等を用いる
ことができるが、中でも塩酸は安価で処理の効果が高く、かつ取り扱い性に優れるため好
ましい。
【００１９】
処理条件は、前記成型体の表面が酸に接触するなら特に限定はされないが、酸溶液中に成
型体を浸漬させると、簡便に処理できるため好ましい。浸漬する温度も特に限定されず、
室温で処理すればよい。浸漬時間は、流動性向上の効果を十分に出すことと、生産性を併
せて考慮すると、０．１～１０時間とすることが好ましく、０．５～５時間とすることが
より好ましい。
なお、浸漬処理の際は液を撹拌すると処理効率が向上するため好ましい。
【００２０】
微生物固定化担体の流動性の評価としては、固形分含量が１０００ｍｇ／Ｌの液１Ｌ中に
、前記微生物固定化担体を見かけ容積として１００ｍｌ添加し、１Ｌ／ｍｉｎの流量で曝
気する方法により評価することができる。この試験において、曝気開始から５時間以内で
前記微生物固定化担体の８０％が前記液中を循環流動することが好ましい。この流動性試
験において短時間で流動する担体は、実際の装置、例えば生物学的排水処理装置において
も速やかに流動する。
なお、この流動性試験で言う固形分とは、例えば活性汚泥のように、水中の有機成分を代
謝、分解する能力を持つ微生物群を含んだものを言い、その含量は蒸発残分の測定により
求められる。砂粒、金属粉等の無機物のように、水中の有機成分を分解する能力を持たな
いものは、この流動性試験で言う固形分には含まれない。
【００２１】
以下本発明の実施の形態について具体的な実施例及び比較例を挙げて詳細に説明する。
【００２２】
１．成型体の製造方法
樹脂及び炭酸カルシウムを２軸同方向押出機を用いて混合し、ペレット状に成型した後、
発泡剤としてアゾジカルボンアミドを加えて単軸押し出し機により押出成形を行い、外径
５ｍｍ、内径３．５mm、長さ５ｍｍの多孔性中空円筒状の成型体を得た。
なお、樹脂：炭酸カルシウム：発泡剤の重量比は、７５：２４：１とした。
【００２３】
２．酸処理
前述の成型体を、酸溶液に２５℃にて２時間、撹拌しながら浸漬させた。
【００２４】
３．流動性試験
図1に示す水処理装置を用い、容量1リットルの槽にＭＬＳＳ濃度１０００ｍｇ／Ｌの汚泥
と、見かけ体積１００ｍｌの担体を添加した。そして１Ｌ／ｍｉｎで空気を曝気しながら
、人工排水を原水として負荷量０．４ｋｇ－ＣＯＤ／ｍ３・日で馴養を行い、担体が流動
するまでの時間を観察した。
【００２５】
＜実施例１＞
樹脂としてポリプロピレン、酸として３規定塩酸を用いた。流動性試験の結果は、担体の
８０％が流動するのに要した時間は４時間であり、すべての担体が流動するのに要した時
間は６時間であった。
【００２６】
＜実施例２＞
樹脂としてプロピレン－無水マレイン酸共重合体、酸として３規定塩酸を用いた。流動性
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試験の結果は、担体の８０％が流動するのに要した時間は２時間であり、すべての担体が
流動するのに要した時間は３時間であった。
【００２７】
＜実施例３＞
樹脂としてエチレン－メタクリル酸共重合体、酸として３規定塩酸を用いた。流動性試験
の結果は、担体の８０％が流動するのに要した時間は２時間であり、すべての担体が流動
するのに要した時間は５時間であった。
【００２８】
＜実施例４＞
樹脂としてポリプロピレン、酸として１規定塩酸を用いた。流動性試験の結果は、担体の
８０％が流動するのに要した時間は４時間であり、すべての担体が流動するのに要した時
間は６時間であった。
【００２９】
＜比較例１＞
樹脂としてポリプロピレンを用い、酸処理は行わなかった。流動性試験の結果は、担体の
８０％が流動するのに要した時間は３６時間であり、すべての担体が流動するのに要した
時間は４８時間であった。
【００３０】
＜比較例２＞
樹脂としてプロピレン－無水マレイン酸共重合体を用い、酸処理は行わなかった。流動性
試験の結果は、担体の８０％が流動するのに要した時間は８時間であり、すべての担体が
流動するのに要した時間は１２時間であった。
【００３１】
＜比較例３＞
樹脂としてエチレン－メタクリル酸共重合体を用い、酸処理は行わなかった。流動性試験
の結果は、担体の８０％が流動するのに要した時間は８時間であり、すべての担体が流動
するのに要した時間は１２時間であった。
【００３２】
以上の実施例及び比較例から分かるように、樹脂成型体を酸処理することにより、担体の
流動性を向上させることができた。
【００３３】
【発明の効果】
本発明によれば、熱可塑性樹脂を０．１～５規定の酸によって処理することにより、良好
な流動性を有し、かつ耐久性に優れた担体を簡便で安価かつ安全に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例で使用した水処理装置を示す概略図である。
【符号の説明】
１０　　水処理装置
１１　　スクリーン
１２　　担体
１３　　整流板
１４　　散気管
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